Farewell Address by 金子 洋之
献 呈 の 辞
ようやく春めいた気候になってまいりました。昨年は，３月に未曾
有の災害に襲われ，日本全体が，そして個々の人々の生活や価値観が
大きく揺らぐという事態を誰もが経験してきたのではないかと思いま
す。いくらか落ち着きを取り戻しつつある今日この頃ですが，被災地
は無論のこと，被災した本学，および本学の学生達においても，課題
はまだ山積みであります。そのあわただしい雰囲気の中，退職する先
生をお送りする季節がやってまいりました。
専修大学文学部では，２０１２年３月末日をもって，人文・ジャーナリ
ズム学科の岡野Heinrich圭一教授が，定年を迎えられ，退職すること
になりました。
岡野先生は，１９４１年，長野県松本市にお生まれになり，松本深志高
校をご卒業ののち，１９６０年上智大学外国語学部ドイツ語学科に入学さ
れました。１９７１年同大学を卒業ののち，ドイツのケルン大学哲学部美
術史学科に入学され，哲学博士号を修得されてご卒業されました。ケ
ルン大学在学中より，在ケルンの日本文化会館の初代館長補佐を務め
られ，１９７６年帰朝，政府関係特殊法人国際交流基金でお仕事をされた
後，１９７８年４月に専修大学文学部に入職されました。以来，講師２年，
助教授（当時）６年，教授２６年の長きにわたって，専修大学において
教育・研究にご尽力されてこられました。
先生のご研究は，ドイツを中心とするヨーロッパ美術史，ドイツ語，
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日本と西欧の文化交流，日本文化の紹介など多岐にわたっており，そ
の一端は，大著『ドイツ中世美術I・II』（専修大学出版局，２００８，２００９）
によりうかがうことができます。そして先生はなによりも，ドイツと
ドイツ文化・ドイツ語を愛され，本学においてもドイツ語の教育に熱
心に取り組んでこられました。思いが強い分，初等の学生には先生の
授業は厳しいものであったようですが，動機のはっきりした学生には，
とても熱心で，研究室で少人数の学生と授業をし，面倒もよくみたと
うかがっております。私自身は先生の謦咳に直接接したことはあまり
ありませんが，先生の服装や日本でもドイツ学生結社を創立されたこ
となどから，先生の熱い思いは十分に知ることができたように思って
おります。
岡野Heinrich圭一教授の今後の益々のご発展とご健勝を祈念して献
呈の辞とさせていただきます。
平成２４年３月
専修大学文学部長 金 子 洋 之
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